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【要旨】

　本 論文 は ，逸脱 行為 の 継時的変化を説明 した Becker の 「逸 脱キ ャ リア」 を

援用 し，未体験者が 「援助交際」体験者と して変容 して い くプロ セス を 「援助交

際」体験者 へ の イン タ ビュ
ー

調査によ っ て 明らか にする こ とを目的とする 。

　分 析の結果 ，初回の 「援助交際」に対する肯定 的な解釈 が，行為 の継続 へ の動

機づ けと して 作用す る こと がわか っ た 。 継続の 週程で ，「援助交 際」をめ ぐる 3

つ の学 習 （「援 助交際」の 技法の 学習，技法と成果 との 関連づ け，個 別的な楽 し

みの 発見）が行われ 「援助交 際」体験者と しての適切なふる まい が獲得される 。

また，「援助交際」 に対 する個別 の 「楽 しみ」 を発見す る こ とで ，動機 をめ ぐる

語 りも 発展 した 。

　学 習 に際 して は，「援助 交際」に 関す る 漫画や雑誌，イ ン ターネ ッ ト上の情 報

など，不特定多数に むけて 発信される情報が行為 の準拠枠 と して参 照された 。 こ

こ か ら，「援助交際」に おける逸脱キ ャ リア は，
“
対面的な経験者集団との相互作

用の 機会
開

をもたず に常習化する が，イン ターネ ッ トな どを中心とする不特定多

数にむけて発信 され る情報や，情報の 発信者に含 まれる 「援助交 際」体験者の存

在 自体 が，（経験者集団 に代わ る）行為の 準拠枠と して の影 響を もつ ことがわか

っ た 。

　キ ー
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1 ． 問題設定

　「援 助 交際」は，
一

般 向け雑誌で は 1993年 10月 6H 号 『SPA 』 で ，新聞記事 で は

1994年 9 月20日の 朝 日新聞で 取 り上 げ られて 以降，90年代を中心 に流行 した とい わ

れ て い る （村松 ・佐藤 （佐久間）・階米地 ・平野 ・岡井　1999
， 圓田　2001）。 伝統

的 な女子少年の 逸 脱 イ メ
ージ　　 「不 良少女 」に よ る 性 的逸脱 　　とは 巽な り，

“
「ふ つ うの 女の 子」が 金品 を介在 した性 的サ

ー ビス を提供す る
’T

（とされ た） こ と

へ の 衝撃 は大 きく， 当時， ある 種の ポ ス ト近代性 を反映する象徴的形象と して ， 現

代思 想
・社 会学の 分析的欲望 を大 い に 刺激 した の だ っ た 。

　他 方 で ， 「援助 交 際」体験 の 実態 に 関す る 社会学的調 査分 析 は ，必 ず し も十分 な

蓄積 が な され て い な い （仲野 　2007）。 しか しなが ら， と りわ け宮 台 と圓 田 に よ る

動機の 類 型論 は
， 「援助 交際 」の 売 る側 で ある女性 （以下，「援助交際」体験者） へ

の
“
イ ン タビ ュ

ー
調査

”
を通 して ， 当事者 の 言説か ら 経 験的

”
に導 き出された と

い う点で ， 我 々 の 「援助交際」理 解 に決定 的 な影響力 を持 っ た とい え よ う （仲野

2007， pp ．294−298）。調査 の 結 果，宮 台 （2000，　 p ．117） は ， 金品 の 獲 得 を 目的 と

す る純粋 物 欲型 ， 「自分が た だの 劣等生 や ダサ イ優等生 じ ゃ ない こ とを確か め た い 」

変身願望型 ， 「厳 しす ぎる 親や か まっ て くれ な い 彼氏 に対 し
」’
ざまあ 見 ろ

t一
的 に 当

て こ する 」心理 的反抗型 ， 「家や 学校で の ム シ ャ ク シ ャ や 心 の 隙 間 を衝動買 い の 継

続で 埋 め 合わ せ る 」気晴 ら し代 型 ， 「町 を居場所 にす る の に 必 要 なク ラ ブ 代 ・カ ラ

オ ケ ボ ッ ク ス 代や ， 街 の 仲 間に 溶け 込 むた めの コ ス チ ュ
ーム 代 を稼 ぐ」居 場所代型 ，

「多 くの 男性 と知 り合い た い ， も っ と社 会 を知 りた い 」 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン願望型

の 6類 型 （後 に 下位 類 型 と して ギ ャ ル 系 とア ダル トチ ル ドレ ン を意味す る AC 系の

2 類型 を追加）を ， 圓田 （2001， pp ．13−14）は 「援 助交際 を効率 の よ い ア ル バ イ

ト と して と ら える 」 効率 追 求 型 ， 「援 助 交際 を金 品 と性的快楽の 獲得行為 と して 位

置づ け る 」欲望肯定型 ， 「自d の 内面 （mentality ）の 欠 落を補完す る た め に 援助交

際 をす る」 内面希求型の 3 類型 （後に ， 下位類型 の AC 系をメ ン ヘ ル 系 と修正 し，

4 類型 目と して 上位類型に追加）を， それ ぞれ抽 出 して い る 。

　 しか し， 動 機の類 型 論が 「援助交際」に 至 る背景の すべ て を解明 した とは い えな

い 。 なぜ な らば ， 類型論は行為に 先立 っ て 動機が存在す る とい う前提 を共有す るた

め ， 行為の 継続 に ともな う
“
動機の 動態性

”
を見過 ご して い る か らだ 。 例 えば

， あ

る時点 に お い て 「援 助 交 際 」の 動 機 を 「ム シ ャ ク シ ャ して 」 と答え つ つ ，別 の あ る

時点に お い て 「お金の た め 」 と語 る 「援助 交際」体験 者 は，類型論の 中で 居場所 を
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失 うこ とに なる 。
こ の 限 界は，実 は類 型論 者 た る宮台 と元 「援助交際」体験者で あ

る 山崎 との 以下 の 対話に 如実に 表れ て い る 。 山崎 は 「援助交際」に至 る きっ か けを

「は じめ て 援交 した と きは ，
せ っ ぱ つ まっ て まと もな判断がで きる状態 じ ゃ な か っ

た 。 しか も相手が 強 引 な 入 だっ た か ら ， もうい い や っ て 。 」 と説明 した が，宮台の

「なん で 続け よ うと思 っ たの か」 に対 して は ， 「セ ッ クス が お金に なる とい うの を認

識 しち ゃ っ た か ら， ど うせ や る な らお 金 が ほ し い な， と」語 る （宮 台 2006，

p ．147）。
つ ま り， こ こ で は 「援助 交際」 に 至 る 明確 な動機 は説 明 され ず ， む しろ

後続の 継続過程に お い て 動機 が 自覚 され て い る の で ある 。 とこ ろ が ， 類 型化 に よ り，

こ うした 動態性 は排 除 され ， 「援助 交際」継続 プ ロ セ ス に お ける 当事者ア イデ ン テ

ィ テ ィ の 変容過程 は不可 視化 され て しまう。

　加 えて ， 動機の 類型論 は 「援助 交際」に対する社会的認識の 構築過程 に おい て ，

数 少 ない 経験 的研究で ある が ゆ え に 大 きな役割 を担 っ た 。 仲 野 （2007）は ， 「援助

交際」に対す る社会 的認識が 「病理 的 な もの 」へ 収斂 し，それ 以外の 観点 か らの 解

釈 が 困難 にな る 中で ，動機の 類 型 論 はそ う した 解釈 に対する 有益 な対 抗 軸 とな る ど

こ ろか ， 彼女 ら へ の ス テ ィ グマ を強 化す る方向性 と共振 した と指摘する 。

　そ こ で 本論文で は ， 動 機の 類型 論 とは 異な る経験 的研 究 の 方途を示すため に ，動

機 の 動態性 に着 日 し，「援助交際」 を継 続す る プ ロ セ ス を明 らか に す る こ とを 目的

とする 。 構 成は 以下 の 通 りで ある 。 まず， 分 析の 理論 的枠組み と して
，
Becker の

「逸脱 キ ャ リア 1概念を援 用する理 由 を述べ る （第二 節）。次 に ， 調 査の 概要 を提示

し （第三 節）， 初回 の 「援助交 際」か ら継 続 に至 る まで と ， そ の プ ロ セ ス にお ける

3 つ の 学習 ， 「援助交際」に おけ る 行 為 の 準拠枠 に つ い て検討す る （第四 節）。最後

に ， 本論文の 議論 を ま とめ ， 動機の 類型論 とは異な る経 験 的分 析 を提示す る こ とで

可 能 となる 新た な議論の 地平 を仮説的に 提示す る （第五 節）。

2 ． 分析 の 枠組 み

　で は ， 動機 の 動態性 に 着 目 し ， 「援助交際」継続 プ ロ セ ス を明 らか にする た め に

は， どの よ うな枠組み を用 い て分 析 す べ きか 。 本論文で は
， 逸脱行動の 変化 を継時

的 モ デ ル に お い て 説明 した， Becker の 「逸脱 キ ャ リア 」概 念 を援 用 した い 。

　Beckerは 「現 象認識 の た め に は 個人 の 行動 とパ ース ペ ク テ ィ ヴ に お け る 諸段

階 ・諸 変化の 時系列 を扱 わ なけ れば な らない 」 （Becker 訳書 ，
1978，　 p ，35）と指摘

する 。

　確か に ， 前掲の 山崎の 語 りか ら浮か び上 が る動機の 動態性 も ， 初 回 と継続の 連続
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性 に着 目する こ とで 明 らか となる が
， 「時系列」を扱 うだ けで あれ ば，社会反作用

過程の 分析 に お い て Lemert （1951）が 指摘 した，
“
「第

一
次的逸脱」 （prilnary　de−

viation ）か ら 「第二 次的 逸 脱 」（secondary 　deviation）ぺ と い う図式で 十分で あ

る 。 で は ， なぜ 「キ ャ リ ア 」 （career ）概 念 を用 い る の か 。 職業研究 で用 い られ る

キ ャ リア 概 念 を使 用す る こ とに よ り，そ の 地位 間移動 を左右する 諸要 因 （社 会構造

と い う客観的事実 ， 個 人 の 有する パ ー
ス ペ クテ ィ ヴ ・動機づ け ・欲求の 変化）を焦

点化 し （Becker 訳書、 1978，
　 p ．37）， 偶発的 な逸脱か ら持続 的な逸脱 へ 導か れ る過

程 に お ける
，

逸脱 的な動機 と 関心 の 発展，学習 と動機づ けの メ カ ニ ズ ム を明 らか に

で きる か らで ある 。 例 えば ， 山崎の 「セ ッ ク ス が お金 に なる とい うの を認識 しち ゃ

っ た か ら」は ， 性交が 金品 と交換可 能で あ る とい う学 習 と，得 られ た報酬 （＝ 金

品）に よる継 続 へ の 動機づ け （「ど うせ や るな らお金が ほ しい 」） と して 解釈 で きる 。

　 さ らに ， キ ャ リア 概念 を用い る こ とで ， 「援助交際」体験者 と経験者集団の 相互

作用の 様相を明 らか に で きる 。 分化的接触理 論 （Sutherland　and 　Cressey，　1939） に

代表 され る よ うに ， 犯 罪行為の 発生 に お ける経験 者集団 との 相互作用の 影響 は甚大

で ある 。それ は ， 「援助交際 」に お い て も例外で は な い が ， 「援助交際」体験者 は
，

経験者集団 との 対面的な コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の 機 会 をほ ぼ持 た な い に もか か わ らず，

「援助 交 際」 に関 す る類似 した テ ク ニ ッ ク を獲得す る に至 る 。 そ れ は ， い か に して

可能 な の か ， そ こ に ，
い か なる

c一
行為の 準拠 枠

tt
が 存在 す る の か 。　Becker が 指摘

する 経験者集団の 役割や 機能 との 対比 に おい て 明 らか に で きるはず だ。

3 ． 調査の方法

　調査 は
， 「援助交際」体験者 に対 す る イ ン タ ビ ュ

ー調 査 と参与観察の 二 つ の 方法

で 実 施 した 。 調査期間は 2005年 ll月か ら2009年 7 月まで
， 調査対象者 は関東

・
関西

を中心 に 「援助交際」 を行 っ て い る 中学生 か ら高校生 まで の 計 7名で ある 。 対象者

の うち，
A は 2006年 5 月か ら2009年 7 月 まで の 3 年間に ，継続 的 な イン タ ビ ュ

ー

調査 と参与観 察を実施 した 。 B 〜G は，20Q5年／1月か ら 2GO6年 11月 まで の 1年間 に

1回 か ら 5 回 まで イ ン タ ビ ュ
ー

調査 を実施 した 。

　イ ン タ ビュ
ーの 依頼は

，
以下 の 方法で 行 っ た 。 まず ， 出会 い 系サ イ ト上 に掲載 さ

れ た 「援 助交際」体験者の 連絡先へ 調査依頼の メ ール を送 っ た 。 そこ で ，調査 の 概

要を説明 し， 承 諾の 得られた 者か ら順次 イ ン タ ビ ュ
ーを開始 した 。 なお ， イ ン タ ビ

ュ
ー前に t デ ー タ の 取 り扱 い 等に つ い て 同 意書 をか わ して い る

〔n
。

　デ
ー タ の 収集は ，  テ

ープ レ コ
ーダーな い し IC レ コ

ー ダーへ の 音声の 録 音 ，  
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表 1　調査協力者の属性

対象者 調査 期 間
イ ン タ ビュ

ー

回数

’一一一一一一一一一

対象者 の

学 歴

一一一一一一一一一一一一一一一
「援 助 交 際 」

継続 期 間

初回 イ ン タ ビュ
ー

時の 対象者の 属性
　　　　　　　　　　　 一冒匿冒−匿1冒一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ツ
ー

ル 行 為内 容

A

2006．5〜

2009．7 40 高校生 3 年

出 会い 系サ イ ト

チ ャ ッ ト
デ
ー

ト

B

2006、3〜−

2006．5 2 高 校 生 1 か 月
出 会い 系サ イ ト 性行為

c

2005．】1〜

2006．5 5 中学生 3 年

テ レ フ ォ ン クラ ブ

出会 い 系 サ イ ト

性行為

デート

D

2006、6〜

2006．11 3 中学生 1 年半
出会 い 系サ イ ト

デ ート

下 着 売 り

E

2006，6〜

2006．ll 3 中学 生 1年
出 会 い 系サ イ ト デ

ー
ト

F

2006，7−

20D6．8 2 高 校 生 1 年
出 会 い 系 サ イ ト 性 行 為

G 20D6．8
1

中学牛 6 か 月 出 会い 系 サ イ ト 性行為

フ ィ
ール ドノ

ー
ツ へ の 記録 ，   イ ン ター ネ ッ ト上 の 文書 （掲載メ ッ セ ージ ，

メ
ー

ル

の 内容）の 収集 ，
とい う 3 つ の 方法で 行 っ た 、， 対話の 様子 は基本的 に録音 したが ，

調 査対 象者の 希望が あ る場合に は， フ ィ
ール ドノ

ー
ッ へ の 記録の み で 対応 した Ll ま

た ， 調査対 象者が 「援助交際」相手の 男性 （以 下 ， 「援 助交際」 男性） とイ ン タ ー

ネ ッ ト上 で や りと りをする 様子や ， グ ル ープ で 「援助交際」 を行 っ て い る対 象者 同

士 の 対 話の 様子 を，フ ィ
ール ドノ ー

ッ へ 記録 した 。 加 え て，調査 対 象者 か ら提 供 さ

れ た 「援助交際」男性 との メ ール 上 の や りと りの
一

部や，「援 助 交際 」をす る 時に

参考 とす る イ ン ター ネ ッ ト上の サ イ トや 漫画，雑誌 な どを，補助 資料 と して 収集 し

た 。 なお，調査対象者の 初 回 イ ン タ ビ ュ
ー

時の 属性 は以 下の 表 1 の 通 りで あ る 。

　イ ン タ ビ ュ
ーは ，半構造化 イ ン タ ビ ュ

ー法 を採用 し，「援助 交際 」経 験 に関 する

基本的な情報 （「援助交際」経験 年数 ， 行為内容，「は じめて の援助 交際」の 具 体的

なエ ピソ ー ド， など） を共通 質問項 目 と して 設定 した 。 本論文 で は ， 主に 「援助交

際」 の 動機 に 関す る 質問 （「援助交際」 をは じめ た き っ か けは 何 で すか ， 「は じめ て

の 援助交際」は どの ような もの で した か ） に つ い て の 回答 を分析 に使用す る 。

4 ．　
“

「援助交際」体験者
”

へ の 変容

Becker の 提 示 した 「逸脱 キ ャ リア 」 （deviant　career ）は，既 存の 規則 に対す る
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無知 か ら生 じる非意 図 的な 逸脱 行為や 意図的な逸脱 行為 （「最初 の 逸脱」： 第 1 段

階），逸脱 行為が継続 し，最初 の 逸脱 で は 明確 で なか っ た動機が 経験 豊 か な逸脱者

との 相互 作用 に よ っ て 発展する （「逸脱行為の 継 続 」： 第 2段 階）， 組織化 され た逸

脱集団 へ 移 行 し， 逸脱 下 位文化 を形 成す る （「逸脱下位文化の 形成 と常習化 」；第 3

段 階） とい う 3 つ の段 階 で 説明 され る （宝 月　1990
， pp ．32−35）。 以 ドで は，初 回

の 「援助 交 際」 に至 る きっ か け，行為継続 に お け る学 習 と い う点か ら，「援助交際」

の 逸脱 キ ャ リ ア を検討する 。

4．1． 初回の 「援助 交際」 に対す る意味づ け

　以下 で は
， まず ， 「最 初の 逸脱 」 （第 1段階）か ら 「逸脱 行為の 継続」 （第 2段 階）

の 過程 を検討す るため に，初 回の 「援助交際」 に 至る 経緯 を検討 す る 。

　初 回の 「援助 交際」に至 る 経緯 は，「援助交際」体験者 自身 を取 り巻 く環境 に 関

連 して 語 られ る 。

＊ ： は じめて ， 〔「援助交際」 を〕や っ て み よ うっ て 思 っ た きっ か けは

F ： きっ か け っ て い うか，友達が い て
， 友達 3 人 とは じめ は や っ て

＊ ：うん
，

F ：特 に中 3 の こ ろは ， 結構 ， うん，結構荒れ て た し， ま，
い っ か っ て 感 じで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2006年07月 28日）
d121／

　「援助 交際」に至 る明確 な動機で は な く， 「友達 3人 とは じめ は や っ て い て 」「結

構荒れ て い た」な ど の 状況 が説明 され
， 最終的 に 「援助交際」を実行す る と決定 し

た時の 心境 を 「ま ，
い っ か っ て 感 じで 」 と説明する 。 2 人 1組で 「援助 交際」 を行

う D も，同様の 語 りか たで 説明す る 。

D 　私 が まだ， こ の 子 〔E 〕 と して な い と き に，遊 ぼ うっ て い わ れ て
，

で
，

ふ

　つ うに ， ちょ っ とお 金ない ね ん ，
っ て い っ た ら， じゃ ， や るか あ っ て い われ

　て 。 ち ょ っ と
， 恐怖心 とか は，そ の と きほ とん ど な くっ て ， 興 味本位で 。

　（中略） なん か ， 最 初 に ，遊 ん だ りした 人が ， 30分 で
， 1万8000円 くれ た ん

　で
，

こ ん な簡 単に お金 くれ る ん や と思 っ て
， 1 回で は ま りま した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2006年 6 月17日）
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「援助交際」体験者の逸脱キ ャ リア

　D も
’
友 人の 誘い

”
と い う突如訪 れた 「援助 交 際」の 機会に対 して

， 「興 味 本位

で 」 と しか心 境 を説明 しな い 。 む しろ 注 目すべ きは，続 く 「最初 に ，遊 んだ りした

人が ， 30分で ユ万8000円 くれ た んで ，
こ ん な簡単 に お 金 くれ る ん や と思 っ て ， 1 回

で は ま りま した 」 とい う語 りで ある 。 こ れ は
， 初回の 「援助 交 際」 に お け る金品の

授受 を肯定的に 意味づ けた こ とで
， 継 続 を決 断 した と い う内容で あ る ． つ ま り， 金

品 の 授受関 係に た い す る 解釈 （30分 で 1 万 8000円 くれ る」「こ ん な簡単 に お金 くれ

る」）が ，
D を継続 的な逸脱行為へ 動機づ けた （「1 回で は ま りま した 」） と理解 で

きるの だ。 前掲の F も初 回の 「援助 交際」で 「10万 円」 を手に して お り， 継続 を

決意す る契機 として ， 金品の授受 に対す る満足 感 を強 調す る 。

　また，A は友 人か らの 誘 い で は ない が ， 突発的 な 出来事 に よ っ て 「援 助 交際」

を経験 し， や は り金品の 授受関係 に 関す る肯定的 解釈か ら継続 を決めた と語 る 。 A

に よれ ば
，

以 前か ら イ ン タ
ーネ ッ ト上 の チ ャ ッ トを頻繁に 使用 して い た とこ ろ，チ

ャ ッ トを介 して 知 り合 っ た男性か ら 「会 っ て み な い 」 とデ
ー トに誘われ た の だ とい

う。

A 　全然 ， 危険 とか 感 じな くて ， そ の と きに 会 っ て。 （略 ）で ，
い ろ い ろ デ

ー

　トした ん で すけ ど
， 〔相手が〕 プ ラ ン を考 えて なか っ た み た い で ， なん か私

　が デ
ー トとか は じめ て だ し，「ど こ い く」 っ て 聞 きあ っ て い る よ うな感 じに

　 な っ ち ゃ っ て 。 そ の 状態 に ，相手の 方が ， あの ， 申 し訳 な い な っ て 思 っ て し

　ま っ た み た い で ，「今 日は 楽 しい デ
ー トに で きな くて ， お わ び に， も しよか

　 っ た ら，
一

緒に シ ョ ッ ピン グ で もしな い ？」 っ て い わ れた ん で す よ 。 で
， そ

　の
， 「5000円，合計 くらい の もの だ っ た らプ レゼ ン トして あげる か ら，何か

　好きなもの を」 っ て い われ て 。 で ，その と きだ っ た ら，1000円 くらい の もの

　 も結 構大 金…だ っ たか ら， そん な に ほ しい もの ない よ っ て ， 私 は思 い つ つ
，

　結局 ， 買 っ て もら っ た ん で すけ ど 。 で
， それ を き っ か け に， こ う， なん だ ろ，

　掲示板 とか を検索す る と，結構 デ ー トで あげ ます っ て い うの
， 結構 多い し 。

　（略 ）で
， 結構女の 子 も書 い て い て ，そ れ が き っ か け っ て 感 じで すね 。

　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　（2006年 5 月28日）

　こ の 対話で A が使用 した
“
デ ー ド とい う言葉は ， 男女 2 人で 外出する こ とを

指す もの で あ り， 「援助交際」に お けるサ ー ビ ス と して の 「デ ー ト」で は な い
。 A

は 意図 して 金 品 を受け取ろ うと 男性 と会 っ た わ けで はな か っ たが，男性 の 「5000円，
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合計 くらい の もの だ っ た ら プ レ ゼ ン トして あげ る 」 と い う提 案 を受 け て ，そ れ が

「援助 交際」に お けるサ ービ ス と して の 「デ ー ト」で あ る と再解釈 した 。

　初回 の 「援助交際」経験 に 対す る満足 度が ， 継続 へ 動機づ けた とい う点で は ， A

の 経験 は D や F と同様で ある 。 加えて ，
こ の 語 りか ら

， 経験 の 解釈 に イ ン ターネ

ッ ト上 の 掲示 板が 重要な役割 を果た して い た こ とが わか る 。 「掲示板 を検索す る と」

とあ る よ うに，
L
デ ー トで プ レゼ ン トを受け取 っ だ は，「援助 交際 」目的 の 男 性に

よる 「デ
ー トで あ げ ます 」 とい う書 き込み に よ っ て ，

“
rデ ー ト」 と い うサ ービス の

対価 を受け取 っ だ
’

と再解釈 され たの で あ る 。 さ らに，「結構女の 子 も書 い て い て 」

な どの 書 き込み は，行為 へ の 抵抗感 を緩和 させ るな どの 効果 をもた ら した と考え ら

れ る 。 「その と きだ っ た ら， ／000円 くら い の もの も結構大金」 と い う A に と っ て ，

そ の 5 倍 に あ た る 5000円相 当の 品物 を得 る とい う経験 は ，D や F と同様，金 品の

授受 関係に 対する新 た な認識 を もた ら し行為の 継続へ 動機づ けた と考え られ る 。

　 もち ろ ん ， すべ て の ケー ス にお い て
， 継続 へ と動機づ け られ る わ けで は な い 。

一

度は 「援助交際」を経験 した もの の
， 経験 に 対する 否定的 な解釈 に よ っ て ，継続 を

断 念す る こ と もある 。 例 えば
，
B は 2 回 目 （単独 で の 募集で は 初 回）の 「援 助 交

際 」で ，「援助 交際」男性 か ら暴力的 な被害を受け ， 継続 を断念 した 。 B は 「興味

本位 」 で 出 会い 系サ イ トに 「援助交際」相手募集の 書 き込み を して お り， こ うした

初回 へ 至 る 心境 は D や F と似 て い る 。 しか し，暴力的な被害 を受け ， 対価 も受 け

取れ なか っ た と い う経験 は ， 「精神的 に きつ か っ た 。 友達 とか に も， なん か元気 な

い け ど っ て 。 （略）身体 もな ん か，全 部が 気持 ち悪 か っ た 」（2006年 3 月21日） と語

る など
， 否定的な経験 と して 意味づ け られた 。 その 結果，B は 「援助 交際」の 継続

を断念 した 。

　 こ の よ うな 「援 助 交 際 」に おけ る 被 害 は ， 継続 へ の 動機づ け に強 く影響 を及 ぼ す 。

続 く4．2で 説明す る よ うに ， 軽 微 な被害や 失敗 は ， む しろ 継続 へ の 動機づ け となる

場合 もあ るが ， 身体 ・精神的暴力 な どの 深刻 な被害は，「援助 交 際」か らの 離脱の

動機 づ け と して 作用す る 。 また ， 直接的 に離脱へ 結 びつ かなか っ たが ， 他の 「援助

交際」経験者 の 被害経験 に 関す る情報が， 「援助交際」へ の 関 わ りか た に影響 を及

ぼ す こ とが ある 。 例 えば
，
F は 「援助交際」仲間で あ っ た友人が 被害を受けた と知

りt 同様の 被害 を恐れ，性行為 を含む 「援助 交 際」 をやめ た い と語 る （2006年 7 月

28日）。

　 以上 の よ うに ， 未経験者が 「援助交際」に 至る 過程で は
，

その 動機 は 「ま ，
い っ

か」 「興味本位」 （D ， F）な ど明 確 な動機 を ともなわず，ある い は，突発 的 ・偶発
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「援助交際」体験者 の 逸 脱キ ャ リア

的 に 直面 した 出 来事 と して 語 られ る （A ）。 しか し， 行為 の 継 続 に つ い て は ， そ れ

を 「援助交際」だ と自覚 した うえで ，金 品の 授受に 関す る満足感 を含 む肯定的解釈

が ， 継続の 動機づ け とな る こ とが わ か る 。 逆 に ， 暴力 に直面 す る な どの 「援助 交

際」に対す る否定的解釈は ， 離脱 へ の 動機づ け とな る可 能性 を指摘で きる 。

4．2． 行為の 継続に 関す る 3 つ の 学 習

　 こ の 第 1段 階 （最初の 逸脱〉か ρ） 第 2段階 （逸脱行為の 継続）へ の 移行 に関する

重要 な メ カ ニ ズ ム と して ，Becker は 「逸脱的な動機 と関 心の 発達」 （Becker 訳書，

1978， p ，45） をあ げる 。 こ れ は ，
マ リ フ ァ ナ使用 者の 研 究 に お い て 詳細 に考察 さ

れ て い る が
，

逸 脱行 為か ら引 き出 され る快楽は ， 経験豊富な使用者 との 相彑 作用に

よ っ て 学習 され， それ を快楽 と して 認識する こ とを学習す る こ と （テ クニ ッ クの 学

習，効果 の 知覚，楽 しみ の学 習） に よ っ て ，
つ ま り 「社 会的 に 学習 され た動機 によ

っ て 発生 す る」 と考えた の で あ る （Becker 訳書 ，
1978，　 p ．45）。

　「援 助 交際」体験 者 に 対 す る イ ン タ ビ ュ
ー調 査 を概観す る と，第 1段階か ら第 2

段階 へ の 移行 に お い て ， 様 々 な メ デ ィ ア （漫画 ， 雑誌 ，
イ ン タ

ー
ネ ッ ト）か ら 「援

助交際」 に 関す る学習が行 われ ， そ れ に よ っ て 「援助交際」体験者 として 適 切 なふ

る まい か た を獲得 する プ ロ セ ス が 明 らか と なる 。 以下 で は
， Beckerの 提示 した  

テ ク ニ ッ クの 学習，  効果の 知覚 ，   楽 しみ の 学習 ， とい う3 つ の 視点か ら検討す

る 。

4．2．1．　
“

「援助交際」の 披法
”

の 学 習

　まず，  テ ク ニ ッ ク の 学習 で あ る 。 「援助交際」体験者 の 多 くは ， 行為を継続す

る 中で ，「援助 交 際」を行 うた め に は 様々 なテ ク ニ ッ ク が必 要で あ る と認 識 す る 。

例 えば， 出会 い 系サ イ トに掲 載す る メ ッ セ
ー ジの 書 き方 ， 出会 い 系サ イ トを介 して

の 男性 との コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の 仕方 ， 「援助交際」 当 日の ふ る ま い か た ， 「常連」

の 獲得方法
［3）

，「援助 交 際 」体 験者で ある こ とを隠す ため の 方法，男性 か ら確 実 に

金 品を受 け取 る 方法，な どで あ る 。 こ れ ら の 「援助交際」 を行 うた めの 技法 （以下 ，

「援助交際」の 技法）は ， 主 に ， 漫画 や雑誌， イ ン タ ー ネ ッ トか ら学 習す る 。 例 え

ば， C は 「援 助 交 際 」 をテ
ー

マ と し た 漫 画 （例 え ば，芹 沢 ・堺 　2004， も もち

1998な ど）か ら， プ リペ イ ド携帯 を使用する ，金 品を前払 い で 受 け取 る ， 「援助交

際」で 使用 した／ 購入 した衣服 を 自宅 とは 異な る場所 に 保管す る， な どを学習 した

と語 る （2005年 ll月20凵）。ま た ，
　 A は 「援助 交際」相手募集の メ ッ セ ージ を作成

す る 際，出会 い 系サ イ トに 書 き込 まれ る他 の メ ッ セ ー ジ
i41i
を参考 にす る とい う。 G
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も，男性 か ら送 られ て くる メ ッ セ ー ジの 中 か ら，提示 した条件 （金額 ， 内容，男性

の 性格） に あ う男性 を選 別す る 技法 を説 明 した 際に ， 「参考 に な っ た も の 。 書 き込

み か な」 （2006年08月11日） と調査者 に語 る 。

　こ の よ うに ， 出会 い 系サ イ トに掲載され る 「援助 交際」相手募集の メ ッ セ
ージ は

，

「援助交際」体験 者に と っ て ， 閲覧す る出会い 系サ イ トにお け る 「援助交際」の 相

場 （年齢，金 額，行為内容）や ， 「援助 交際」にお ける コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の ル
ー

ル
15］

を学ぶ ，重要 な情報源 とな る 。 さ ら に，D の 語 りか ら，「援 助交際」 に 関 す る

情報 を提 供 す るサ イ トも活用 され て い る こ とが わ か る 。以 下 は ，「デ
ー ト」 を 目的

と した 「援 助交際」で ，
“
男性 か ら金 品 を受 け取 る前 に 逃げ られ た

”
と い う語 りで

ある 。

Dl で
， 〔男性 と話が 〕もりあが っ と っ て ，で ， そ の 人が なんか ， タバ コ とか ，

　用意 しと っ て ，空の 。 た ぶ ん 用意 して た ん で す け ど 。 そ れ を 自然 に と りだ し

　て ，「あ ，
タ バ コ な い わ 。 買 っ て くる わ 」 っ て， で て い っ て、全然帰 っ て こ

　なか く・ た ん で 。 全 然気 づ け へ ん か っ た 。 （略） 15分 くら い た っ て ，「ち ょ っ と

　遅 くな い ？」 っ て 感 じ に な っ て ，
で も， ま，「自動 販 売機 が 遠 い だ け ち ゃ

　う？」 っ て な っ て 。 で ，「も うや ば い よ な」 っ て 。 で ，そ うい うこ と
， 前 聞

　い と っ たん で ， そ うい うこ と もあ る っ て ， 覚悟 しと っ た んで す け ど 。 まさか

　 自分が ひ っ かか る とは思 わ な くっ て ね。 （略 ）

＊ ： そ うだ よね 。 相手 の 食べ た分 もは らわ な きゃ い けない もん ね 。 その 話を前

　に 聞い た こ とが あ る っ て い うの は ， 入か ら 「気を つ けな」 っ て 〔い わ れ た

　 の ？〕

D ： あ ，
そ うで す 。 あの ，友達で は

， や っ て る 子 い る ん で す け ど ， 学校で は そ

　ん な話で きな い ん で すけ ど ， そ の 友達か ら じ ゃ な くて ， ネ ッ トで 。 （略 ） 気

　 をつ けな きゃ あか ん こ と
，

っ て 。 なんか ， 逃 げ られ る こ と 「トン ズ ラ」 っ て

　 い うん で す か ね ？その 「トン ズラ」 され へ ん よ うに，み た い な書 い て
， あ と

　 は 制服 で 会わ ない よ うに っ て ，学校 とかバ レ ちゃ うし。 学生証 をか ばん に い

　 れ ない よ うに っ とか っ て
，

い ろ い ろ書 い て て 。 （略）

＊ ： そ っ か
，

そ っ か 。 や っ ぱ り，そ うい う 「や られ た 」み た い な こ とが ある と ，

　 「次は こ うい うと こ ろ を気 をつ け よ う」 となる ？

D ：そ れ を今考えて る ん で す け ど， なん か、前払 い っ て い うの が ， ちょ っ と ダ

　 メか な っ て ， 私的に 。 だか ら ， 自分で 気 をつ け る しか ない ん で す よね 。 例え
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ば，「タバ コ 買 っ て くる 」 っ て い われ た ら，「じ ゃ あ ，私 い っ て き ます」 とか

っ て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2006年 ll月 19日）

　D は，「援 助 交際 」仲 間 で あ る E と 「援 助 交 際」男性 の 3 人 で 飲 食店に 入 っ たが ，

食事がす ん で 会話 を して い る最 中 に ， 未会計の ま ま男性 に 逃 げ られて しま う。 その

ため ，「デ
ー ト」の 対価 を受け取 れ なか っ た ばか りか，男性 を含め た 3 人分 の 飲 食

代 を支払 うは め に な っ た と い うの で ある 。 D は， イ ン タ
ー ネ ッ ト上 の 情報 （「制服

で 会わ ない 」「学生証 をか ばん に い れ ない 」「トン ズ ラ され な い よ うに 」な ど） を参

照 し ， 今回 の 経験が 金品を受け取 る 前に 逃げ られて しまう 「トン ズ ラ 」だ っ た と理

解 した 。 そ こ で t 同 じ被害 にあわ ない た め の 方法 を具体的に 考 えて い る 。

　以 Eの よ うに
， 漫画 や雑 誌， イン タ

ー
ネ ッ トな どの 様 々 な媒体 を利 用 して ， 「援

助交際」か ら利益 を得 る ため に ，技 法の 学習 が行 わ れ て い る こ とが わ か る 。 学 習の

程度は ，それ ぞれ の 体験者 ご とに 異な る が，出 会 い 系サ イ ト上 に 「援助交際 」相手

募集の メ ッ セ
ー

ジ を掲載 して か ら， 「援助交際」 当日が 終わ る まで に必 要 と される ，

多様な技法が獲得 され て い る 。

4．2．2． 技法 と成果 の 関連 づ け

　次 に ，   効果 の 知覚 で ある 。 「援助交際」に お い て は ， 成果 （＝効果） を金 品や

（4．2．3で 検討する が ）個 人的な楽 しみ と して 認識 す る 。 例 えば ， 4．1の A の よ うに
，

行 為 （デ ー トをす る） と結果 （金 品を受 け取 る ） を結 び つ けて 「援 助交際 」を理解

した な どで あ る、，で は，具体的 に ， 「援 助 交 際 」体験 者 は
，

ど の よ うな事態 を成果

と して 解 釈 して い るの か，，こ こ で は ， 「援助 交際 」の 技法 に 関 す る 学 習 と負 （失

敗）／正 （成功）の 成果 と関連づ け とい う点か ら検討す る 。

　前掲の D と E の 「トン ズ ラ」の 事例で は， こ の 失敗の 原因に関 して ， 当 日 まで

の メ ール で の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン が 反省的に 語 られ る 。

D 　い つ もメ
ー

ルす る 人 は，全然 顔 文字 とか使 わ な い ひ とば っ か りな ん で す よ 。

　 早く会 い た い か ら，焦 っ て るん で す よ 。 で も， その 人は顔文字 もつ けて くれ

　て た し，全然疑 い は しなか っ て 。 で
， す ぐ会お うっ て 話に は なら な くて ，少

　 し雑 談 して ，楽 し くな っ て きた とき に ， 「じゃ ， 会 い ます ？」 っ て な っ た ん

　で
，

い い 人や っ て 思 っ て た ん ですけ ど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2006年11月19日）
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　D は ，
こ の 失敗 を 「た また ま運 が悪 か っ た」で は な く，経験 に 基 づ く自己 判断

の 誤 りと， イ ン ターネ ッ トか らの 学習不足 が 引 き起 こ した結 果 と して 解釈す る 。

「顔 文字 を使わ ない 」， 「焦 っ て い る」男性 とは対照的 に ， 「顔文字 もつ けて くれ た」

男性 を 「い い 人」 と判 断 した こ とは誤 りで， それ が失敗 の
一

因で あ る とい うの で あ

る 。 さ らに ， 前掲 （4．2．1）の 「そ うい うこ と，前聞 い と っ た ん で ，そ うい うこ と

もあ る っ て ，覚悟 しと っ たん で すけ ど ， まさか 自分が ひ っ か か る とは 思 わ な くっ て

ね」は， イ ン タ
ーネ ッ トか らの 学習 に よ っ て

， 危険性を把握 して い た に もか か わ ら

ず ， 対処で きなか っ た こ とへ の 反 省的 な語 りで ある 。
つ ま り， 男性 に逃 げ られ 「援

助 交 際」の 対価 を得 る こ とが で きな か っ た の は ， 「援助 交際」の 技法 に関 す る学 習

が 不 十分 だ っ たた めに生 じた
t一
負の 成果

”
と して 認識 されて い る の で あ る 。 続 く，

D の 「「タバ コ 買 っ て くる」 っ て い わ れ た ら，「じ ゃ あ，私 い っ て きます」 とか っ

て」 （4．2．1） とい う対策 をめ ぐる語 りは，明 らか に な っ た学習不 足 を補 うこ とへ の

意欲 を表す語 りと して 理 解で きる。

　次 に ， 正 （成 功 ）の 効果で あ る 。 4．1で 述べ た よ うに
， 初 回の 「援助 交際」か ら

継 続 へ と動 機づ け られ る プ ロ セ ス で は ，
“
何が 「援助交際」に よ っ て もた ら された

効 果な の か
’「

を認 識す る こ とは非常 に重 要で ある 。 4，1に お ける A の 語 りは
， 男性

か ら得 た 金品が 「デ
ー

ト」に よ っ て 得 られた成 果 と して 解釈 され た もの だ と理解で

きる 。 また
， 同 じ く D の 「30分 で 1万8000円 くれ た ん で ， こ ん な簡単 にお 金 くれ

る ん や っ て 思 っ て 」 とい う語 りは
， ／万 8000円 と い う金額が 30分の 「援助交際」の

成果 と して 認識 された こ と を示 して い る 。 C も，初回の 「援助交際」の 感想 を 「こ

ん な んで お 金が 入 っ て い い の か な っ て 思 っ た 」 （2005年 11月 20日） と語 り，特定の

行為の 対価 と して 金品 を受け取 る こ とを 「援助交際」の 成果 と して 認識す る 意味は

大 きい
。

　こ れ らの 正 の 成果 に対 す る認識 は ， よ り高 い 成果の 実現へ むけて 学習 を促進す る 。

例 え ば，A は 出 会い 系サ イ トに 書 き込 む 「援 助交際 」相手募集の メ ッ セ ージ に つ

い て 男性か らの 返信数が 増加す る よ う， 文章の 構 成や 表現 に 関す る学習 を欠か さな

い ．返信数の 増加 は ，「援助交際」体験 者 側 の 選択 の 幅が拡大す る とい うメ リ ッ ト

を提供す る 。
つ ま り， 自己が重視す る 「援助 交際」の 条件 をク リア す る

L

理 想的 な

「援助交際」男性
”

に 出 会え る か ど うか は，選択の 幅が 広が る こ とで 「金額が 高い

人 とか ， 条件が い い 人 を選 ん で 送 る 〔男性 に返 信する 〕」こ とが で きる と F が 語 る

よ うに ，「援助交際」の 成果に関 わ る問題 で あるの だ、

　その た め，A は，「援助交際」の 条件 （金額や行為内容な ど） を ， メ ッ セ ージの
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どこ に 配置す る の か
， 自己紹介をど の よ うに記述 する か な ど，使用する 語句の

一
つ

一
つ を吟味す る 。 こ う した努力 の 成 果 は ， 書 き込 み 直後か ら開始 され る 男性か らの

返信 数に如 実 に反映 され る 。

A ： 掲 示板 〔に メ ッ セ ージ を〕書 くとメ
ール とか 100通 くら い 〔くる 〕。

い っ ぱ

　い 〔他 の 掲示板に も〕書 い て る か ら っ て い うの が ある ん で す けど 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2006年 5 月 23目）

　返信数 を増加 させ る具体的な方法 と して ，複数の 掲示板に 同時 に書 き込む ， 閲 覧

者の 多い 出会 い 系サ イ トか ら優先的 に書 き込む （2006年10月22口）な どをあ げ る
16］

。

　以上 の よ うに
， 「援助交際」の 技法 に 関す る学習は

， 「援助交際」か ら得られ る成

果と関連づ け られ，正 の 成果を生 み 出す とい う目的に お い て ，促進 され る とい える 。

4．2．3． 個別的な 「楽 しみ」の発 見

　最 後に ，  楽 しみ の 学 習で ある 。 金 品の 授受 や ，「援助交際」男性 との コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン は，「援助交際」に よ っ て 生 じる成 果で あるが ，
“
正 の 成果

”
を楽 しむた

め に 固有の 意味づ けが 行わ れ る 。 こ う した 楽 しみ は
， 行為 を継続する 動機づ け に 関

わ る と考え られ る ． 以 下 で は
， 「援 助 交際」体験者 に よ っ て 語 られ た 「お 金」と

「コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 」に着 目 して検討す る 。

　 まず ， 「お 金」 を得 る こ とをめ ぐる 楽 しみ で ある 。 4．1で 述 べ た よ うに，「援助交

際」 を継続 へ 動機づ ける もの と して 「金 品」が ある 。先行研究で は，短 時間高収入

とい う効 率性 や ，拝金 主義 的購買行 動 との 関連が 指摘 され た （黒沼　 1998，宮台

2000，圓田　2001）が ，以下 の F や A の よ うに 「貯め る 」と い う楽 しみ か た を発

見す る 場合が あ る 。F は
， 「援助交際」で 得 た金 品の 主 な使 い 道 と して 衣 服の 購 入

をあげる が，
一

方で 「お 金 ，結構 貯め た か っ た」 とも語 る 。

F 　私 は
，

お 金
， 結 構貯 め た か っ た 。 数 え る の が 好 きで 。 （笑 う）札束 を数 え

　 る の が 好 きで 。 結構 ず っ と持 っ て て ，
一

気 に使 う。 （略）封筒に 入れ て ，で ，

　 フ ァ イ ル に い れ て ， こ うや っ て （実際に ， 鞄の なか に 封筒 を い れ た フ ァ イ ル

　 を しまう しぐさを見せ る），で ，持 ち歩 い て るの

　 （略）

＊　 数 えるの が楽 しい と，あの バ ッ クほ しい ， とか，あの 洋服 ほ しい とか 。 減

　 っ た ときっ て い うの は ？
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F ： その と きは
， う一ん ，なん か ， もの た りな い 、常 に ， お 金が 入 っ て い る の

　 が 当た り前に な っ て きて ，入 っ て ない と， め っ ち ゃ 不安 にな る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2006年07月28日）

　こ の 「貯め る 」 とい う行動 に 対 し て 何 らかの 楽 しみ を見 出 して い る の は，A も

同様 で あ る 。 A は 「援助 交際」で 受 け取 っ た 金 品を ほ とん ど消 費す る こ とな く自

室 に 保管 して い る 。 それ らは 金額 で は な く札 束の 厚 みや 量で 認識 され て お り，「援

交 で の お 金 は コ レ ク シ ョ ン 感覚1 （2006年 10月22日） と語 られ る。 さ らに，C も自

宅 とは異 なる場所 で はあ る が 「ほ とん ど，貯 めて る」（2005年11月20口） と語 る 。

「援助交際」に よっ て 獲得する 金品 は，消費に よ り楽 しみ を生 み 出す もの と して だ

けで はな く，貯蓄に よ っ て も， 「数 える の が 楽 しい 」「コ レ ク シ ョ ン 感覚」 な ど，楽

しみ を生 み 出す もの と して 認識 され て い る とい える 。

　次に
， 「援助交際」男性 との コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン をめ ぐる楽 しみ に つ い て で あ る 。

宮台 （2000）は 「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 願望型」 と い う類型 を抽 出 して い る が
， 本調

査で も， 「援助交際」男 性 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンが 楽 しみ の
一

つ と して 語 られ る 。

例え ば ， 年代の 異 なる 男性 との 「デ
ー

ト」に 新鮮な 感覚 を抱 い た り，「ほ め られ る 」

こ とで 楽 し い もの だ と認 識 す る場 合 で あ る （C ： 2005年 U 月20日，2006年 2 月26

日）。 また， D は以 ドの よ うに コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の 楽 しさを語 る 。

Dl 面白そ う。 とか 。 最 初 ， あ っ た か ら，始め て 。 （略） ま， も ら え る ん な ら

　 もら い た い で すけ ど 。 そ ん なに お 金 をが っ ぽ が っ ぽ 稼 ぎた い っ て わ け じ ゃ な

　 い ん で 。

＊ ；そ っ か，そ っ か。結構，友達 と遊 ぶ 感覚み た い な楽 しさが あ る と

D ： そ う。 で ，全 然，人見知 り しな い ん で ，私 は 。 普通 に ，初対面 の 人で も，

　楽 しく話 して ， それか つ ，お 金 ももらえた ら，ラ ッ キー
や な っ て

　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　 （2006年 11月 19日）

　調 査者が 「援助交際」男性 との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を，「友達 と遊ぶ 感覚み た い

な楽 しさ」と例 える と
，
D は 「そ う。 で

，
全 然 ，

人 見知 りしな い ん で，私 は」 と

同意 して い る 。 当初，D は，金 品の 授 受関係 に 対す る肯 定的 な意味づ けが継 続の

動機づ けで あ っ たが ，現在の 「援助交際」に つ い て は ， 上 記の よ うに ，
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の 楽 しみ を第

一
の 動機 と して あげ，「そ れ か つ ，お 金 も もらえ た ら， ラ ッ
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キー」な ど ， 金品の 授受に 関 して は第二 の 動機 に と どまる 。

　 また ， A は 「援助交際」相手の 男性 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を 「将棋や 囲碁」，

カ
ー ドゲ ー

ム で 使用 され る 「カ
ー

ド」 な どに例 え ， そ の ゲ ーム 性 に 楽 しさを見出 し

て い る 。 さ らに ， 「援助交際」男性の タ イプ を 「サ ン プ ル 」 と呼 び，その 収集過程

を楽 しみ と して 語 る （2006 年 7 月 4 目 ， 2006年 10月22日， 2007年 7 月 11日， 2008年

3 月29日，ほ か ）っ

　以 トの よ うに ， 「援助交際」の 成果 と して 認 識 され た 「お 金」や 「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 」は
， そ こ に 個別の 楽 しみ を学習す る こ とで ， 新た な継続へ の 動機づ け とな

る ．
つ ま り， Beckerが 指摘 した よ うに ，逸 脱 の 過 程 に お い て 動機 が発 展 し，それ

が行 為を継 続 す る新た な動機づ け と して 作用 して い る の だ と考え られ る 、、

4．3． イ ン ター ネ ッ ト上 の 準拠枠の 参照

　 さて ， 継 続 に 至 る過 程 に生 じる学習 や動 機づ け が 明 らか に な っ たが ， 最後 に ，

「援助交際」にお け る逸脱 キ ャ リ ア の 最終段階 に つ い て 検討す る 。

　逸 脱 キ ャ リア の 最 終段 階 と して ， Beckerは ， 経 験 者 集 団 との 相 互作 用 が 及ぼす

影響 に着 目 し， 「逸 脱下 位文化 の 形成 と常習化」 をあげた 。 宝 月 （1990）は ， そ の

集団の 役割を， 第
一

に 「逸脱集団は彼 らの 立場 を正 当化 ない し合理化す る理論的根

拠 や イデ オ ロ ギ ーを もつ 」，第二 に 「組 織的 集団に 移 行す る こ とに よ っ て ，逸脱 者

は トラ ブ ル を最小 限 に して ， 逸 脱行為 を継続す る 方法 を学習す る こ とが で きる 」 と

説明 す る （宝 月　1990
， p，35）。

つ ま り， 逸脱行 為の 安定化に は
， 「自己 の 行動 に

つ い ての みず か らの 立場 と他 の 社会構成員 との 相 違か ら発生 す る問 題 をめ ぐ っ て形

成 され る 「文 化」を共有す る経験 者 集団へ の 加 人 が重 要な役割を果たす と考えたの

で ある （Becker 訳書，
1978

，
　 p．117）。

　 しか し， 「援助交際」体験 者は
， 継続 の 過 程 で 自己 の 異 質性 （＝逸脱的 な存在 と

して の 自分） を白覚するが ， 経験者 とは 対面的 な相互作用 の 機会 をほ とん ど もたな

い o

C　自分 ， 自営業み た い な もん だか ら， 友達 とか に内緒 に して い る ん だ け ど
，

　友達 とかが 「気持ち悪い よね」 とかい っ て て
…

、 そうい うこ とをや る の は
，

　気持ち悪 い し， お か しい っ て ， み ん なが い うの を聞い て…
。 ああ…

っ て 。

＊　 それ を聞 い て て ， そ れ は ， 自分の こ と を考 えて い て ？

C 　そ うい うふ うに 見 られ る っ て い る の で
， ああ …

っ て ，
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（2005年 11月20日）

　C は学校で 友人 らが 「援 助 交 際」 を 「気持 ち悪 い よね」 と語 るの を聞 き， 「援助

交際」に 対 す る ま な ざ し を認 識 し た と い う。 ま た ， A は 「援 助 交際 」 に 対 す る

“一
般的な まなざ し

一一
か ら 「援助交際」体験者の 異質性 （「醜 い み た い な イメ ージ 」）

を認識 して い る 。

A 　例 えば，世の なか で は， ほ とん どの か た は， 自分の 体で あれ ， デ
ー トだけ

　で あれ ，お金 を も らっ て っ て い うの は ， う一ん ， なん て い うの か な 。 醜い み

　 た い な イ メ
ージが あ る と思 うん で す よ 。 私 もなん とな くそ の 感覚わか るんで

　す け ど 。

　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　 （2006年 5 月23円）

　 C と A は ， と もに 「援助交際」歴 が 3 年 以上 の
“
常 習化 した 「援 助交際」体験

者
”

で あ り，異質な存在 と して 臼己 を認識す る 。 しか し，基本的に は常 に単独で 行

動 し ， 対面 的 な経験 者集 団ヘ ア ク セ ス す る 回路 を もた な い
。 で は ， 友人 と複数 で

「援助交際」を行 う D
， E ，

　 F は ど うか 。
　 D と E は ペ ア で 「援助交際」を行 うが ，

「友達 で は ， （「援 助交 際」 を）や っ て る子 い る ん で す け ど，学校 で は そ ん な話で き

な い 」（2006年 11月 19日） と語 る 。 また ， F も 「援 助 交際」仲間が 2 人 い る が ， 他

の 友人や 家族 らに 「援助 交際」が 発覚す る こ とを恐れ，基 本的 に 「援助交際」仲間

と は メ ー ル で の や りと りを中心 と した 関係 に とど まる 。 結局 ， 2 ， 3 人程 度 の 仲間

集団が形 成 され た と して も， そ れ は ， 同時 に 「援 助 交際」を経験 す る グル ープ で あ

っ て
，

正 当化 ・合理 化の た め の 理 論的根拠や イ デ オ ロ ギ ーを提供する もの で もなけ

れ ば
，

トラ ブ ル を最小限 に し，行為 を継続す る た め の 学習 を期待で きる もの で もな

い
。

つ まり， 「援助交際」体験者の 逸脱キ ャ リア の 特徴は
，

“
対面 的 な経験者集団 と

の 相互作用 の 機会
”

をもたず に常習化に 至る こ とに ある 。

　 しか し，「援助交際」 をめ ぐる学習の 分析か ら，「援助 交際」体験者 ら しさの 獲得

の 過 程に お い て参照 され る
“
行為の 準拠枠

”
の 存在 を指摘で きる 。 それ は ， イ ン タ

ーネ ッ トを中心 とする不特定多数に むけて 発信され る情報で ある 。 4．1お よび4．2で

引用 した体験者の 語 りか ら もうかが えるが，出会い 系サ イ ト上 に残 され た買 う側 と

売る側 の コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン の 履歴や ， 「援助交 際」を紹介 した サ イ ト ・漫 画 ・雑

誌は
， 閲覧する 者 に 対 して 「援助 交際」 をめ ぐる様 々 な情報 を提供す る （「援助交
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際」の 技法 ， 「援 助交際」か ら得 ら れ る 成果 ， 「援 助交際」 に 対す る社 会的 認 識 な

ど）。 あるい は
， 初 回の 「援助交際」 をめ ぐる A の 語 りに み られ る よ うに，閲覧 し

た情 報が ， 自己 の 行為 を理解す る手が か りとな る （4．1）。 「掲示板 とか を検索す る

と
， 結構デ ー トで あげます っ て い うの

， 結構多い し。 （略）で ，結構女 の 子 も書 い

て い て 」（2006年 5 月28日 ）は，「他の 人 もや っ て い る 」 とい う安心感 を提供 し， 経

験 に 対す る 違 和感 を緩和 した もの と 考え られ る 、，つ ま り，非対面 的で は ある が ，

「援助交際」をめ ぐる様 々 な学習 や 正 当化 ・合理 化の 理 論的根拠 に活用 され る と い

う点で
， 対面的な経験者集団の 代替的機能 を果た して い る とい える の だ 。

　以 上 の よ うに，キ ャ リア の 最終段 階にお ける 経験 者集団 との 相互作 用は Becker

の 指摘 とは 異な り， イ ン タ
ー

ネ ッ トを中心 とする不特定多数にむけて 発信 され る情

報や ， 情報の 発信者 に 含 まれ る 「援助交際」体験者の 存在 自体 が
， 学習過程 に お い

て （経験者集団に代 わ る）行為の準拠枠 と して の 影響 を もつ こ とが わ か っ た 。

5 ． 結語

　 こ こ まで 述べ て きた よ うに ，
Becker の 逸脱 キ ャ リア 概 念を援 用す る こ とで ，未

経験 者が 「援 助交際」体験者 と して変容す る プ ロ セ ス が 明 らか に な っ た 。 初 回 の

「援助交際」に対する肯定的な意味づ けが ， 継続へ の 動機づ け と して 作用 し， 学習

（「援 助 交際 」の 技法の 学 習 ， 技法 と成呆 との 関連づ け，個別 的な楽 しみ の 発見） を

通 して ， 「援 助交際 」体験者 と して の 適切なふ る まい が 獲得 され る 、、さ ら に，個 別

の 「楽 しみ 」が 発見 され る こ とに よ り，動機 をめ ぐる 詒 りも発展 したの で ある 。

　
一

方で
，
Becker が 指摘 した経験 者集団 との 相互作 用が，対面 的に は行わ れず，

代わ りに ， 非対面的 に形成 され る行為の 準拠枠 を 「援助交際」 をめ ぐる 様々 な学習

や 正 当化
・
合理 化の 理 論的根拠 と して 参照す る こ とが わ か っ た。 こ れ は，準拠 枠へ

の 接触の 機会が あれ ば，誰で も関連す る学習を行 い ，合理 化
・正 当化の 理 論的根拠

を得 られ る こ と を意味す る ． 情報化が 進み ，パ ソ コ ン や 携帯電話か ら容易 に準拠枠

を参照 で きる よ うに な っ た現代社会 に お い て は，逸脱行動の 安定化を支 え る経験者

集団 は， イ ン タ
ー

ネ ッ ト空 間に お い て ，そ の 機能 を果た して い る と考 え られ る 。

　最後 に，得 ら れ た知見が 「援助交際」か らの 離脱 をめ ぐる研究に 応 用 で きる 可 能

性 と して
， 継続 の プ ロ セ ス と同様の 観点 （学習 と動機づ け）か ら，離脱の プ ロ セ ス

も説 明で きる と考える 。 例 えば，被 害経験に と もな う否定的解釈 （4，1）や 「十分

な成果 （＝ 金品） を得 られ な い 」な どの 失敗経験 は
， 離脱の 動機づ け となるだろ 5c，

しか し，
こ の 情報化社会に お い て

， 学習 と動機づ けを支 える 行為の 準拠枠が
，

イ ン
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ターネ ッ ト空間 に 存在す る 以 ト，そ こ か ら 「援助交際」体験者 を引 き離す こ とは 困

難 な課題で ある 。
つ ま り， 「援助交際」 に特徴 的な 「集 団性」を踏 まえた離 脱 研 究

が 行わ れ るべ きなの で ある 、， もちろ ん ， これ に は異なる経験的デ
ー タの 蓄積が必 要

で ある の は い うまで もな く， 次なる課題 と して 検討 して い きた い
。

〈注〉

〔1｝ 初回の イ ン タ ビ ュ
ー時 に ， 調 査の 内容 ， 公表にあた っ て の 匿名性 の 確 保，デ

ー

　 タ の 保管
・
破棄に 関する 取 り決め に つ い て告知の 上 ，同意書 を作成 した。 また，

　必要に応 じて ，相談機閧に関す る情報提供 などの フ ォ ロ
ーを行 っ た 。

（2） 以下 で は ，「＊ 」 を調 査者，ア ル フ ァ ベ ッ トを調査対象者 とする 。 また，括 弧

　 内は イ ン タ ビ ュ
ー を実施 した 日で あ る 。 引用す る や り と りで は，筆者 に よる 補足

　 を
“
〔 〕

t一
内に

， その と きの 様子 を
“
（ ）

”
内に記すt−

〔3＞ 同 じ相手 と継続 して 「援助交際」 を行 う男 性 は
， 「常連」あ る い は 「リ ピー タ

　
ー

」 と呼 ばれ ， 安定 した 収入 の 確保 ・リス ク 回避 とい う点か ら重要視 され る ．

（4） 各出会い 系サ イ トの シ ス テ ム に よ っ て 異なるが ，   書 き込ん だ側 の メ ッ セ
ー

ジ

　の み が 記録 され る，  双方の や りと りの
一

部が 記 録 され る
，

の 2 つ の ケ
ー

ス が あ

　 る 。

（5） 暗号化 され た メ ッ セ
ージを適切 に解読 し， ス ム ー ズ に 男性 と コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ

　 ン す る 能力や ，「サ ク ラ 」 と誤解 され ない よ うな記述の 仕方が 必要 と され る 。

（6） 例 え ば， A が 一 か所 に メ ッ セ
ージ を書 き込 ん だ場 合 ，

お よそ 3 〜 4 分間隔で

　 男性 か らの 返信が ある （2006年 9 月 2 日 ： フ ィ
ー

ル ドノ
ー

ツ ）。 時間の 経過 と と

　 もに返信数 は減 少する が ， 複数に 同時 に 書 き込め ば
， 最 終的 に 相当な返信数 を確

　 保で きる。
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ABSTRACT

Enjo  Kosai  as  a  Deviant Career

                                                   NAKANO,  Yukari

         (The United Graduate School of  Education. Tokyo  Gakugei University)

                                    EmaiL  y-nakano041001@hotmail.com

  The  objective  of this paper is to reveal  the  process  through  which  individuals

begin to engage  in enjo-kosai  (paid dates) based on  interviews with  individuals with

such  experience,  based on  Becker's notion  of 
"deviant

 career,"

  As  a  motivation  that leads individuals to continue  to engage  in enio-kosai  even

after  their first experience,  a  very  important factor is whether  they  recognize  giving

or  receiving  money  as  right  conduct  or  not. In addition,  the rnotivation  can  be

transformed  and  developed by the following process of  learning: (1) learning the
"techniques

 of  enjo-leosai,"  (2) associating  those techniques  with  outcomes,  and  (3) the

discovery of  private 
"pleasure,"

  In this process  of  learning, individuals who  have engaged  in enjo-hosai  refer. as

frames of  reference,  to manga  (cartoons), magazines,  and  information on  the Internet

where  enjo-feosai  is described.

  In particular, websites  on  which  enjo-kosai  itself is introduced, along  with  some

"Deai-Kei"

 websites'  forums where  conversations  between  buyers and  sellers are  on

display, rnake  communication  between  men  and  women  in enjo-feosai  visible  and

clarify appropriate  ways  of  behavior for individuals engaging  in euio-kosai.  In this

sense.  those  websites  seem  to  be alternatives  to 
"interaction

 with  deviants who  are

rich  in experience,''  in which  Becker places great importance for understanding  the

development of  action  and  motivation.

  Individuals engaged  in enjo'-feosai,  however, do not  construct  any  relationships

with  others  engaged  in the practice in spite  of seeing  themselves  as  deviants

through  interactions with  others  who  do not  engage  in the practice, In summary,

people begin to involve themselves  in enjo-hosai  without  any  direct interactions with

others  engaged  in the practice,
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